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平
成

２
０
年

１
月
２
０
日

（日
）
午
前
１
０
時
２

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会

会
長
挨
拶
　
山
中
　
弓
子

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
日
は
臨
時
総
会
及
び
新
年

の
親
睦
会
と
、
皆
さ
ん
が

一
生

懸
命
頑
張

つ
て
く
れ
た
事
も
あ

り
、
昨
年
専
門
調
理
師
を
挑
戦

さ
れ
た
方
２
６
名
全
員
合
格
い

た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
が

色
々
と
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

た
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
は
東
京
か
ら
昭
和
４
８

年
日
本
学
校
調
理
師
会
が
設
立

さ
れ
る
時
に
メ
ン
バ
ー
の

一
人

と
し
て

一
緒
に
会
を
育
て
て
頂
い
た
田
井
さ
ん
に
お
越

し
頂
い
て
い
ま
す
。
今
の
調
理
師
会
は
調
理
員
の
現
状
と

し
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
各
学
校

で
も
民
間
委
託
、
そ
の
他
嘱
託
化
等
色

々
な
問
題
が
有
り

ま
す
が
そ
の
中
で
私
達
が
今
、
子
ど
も
に
と

つ
て
ど
う
い

う
事
が
出
来
る
の
か
？
ど
う
い
う
事
を
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
の
か

。
・
。
田
井
さ
ん
に
は
日
本
学
校
調
理

師
会
が
何
故
設
立
し
今
ま
で
ど
の
様
な
活
動
を
し
て
き

て
、
私
産
が
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
と
し
て
ど
の
様
な

事
を
や

つ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
事

を
専
門
の
考
え
方
で
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
お
招
き

致
し
ま
し
た
。

専
門
調
理
師
を
取
っ
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
が
ス

タ
ー
ト
で
、
〈
「
の
現
場
で
私
が
何
を
出
来
る
か
？

そ
し
て
地
域
で
ど
の
様
な
手
助
け
が
出
来
る
か

と
い
う
事
を
、
取
つ
た
人
が
自
分
で
考
え
て
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
事
が
専
門
調
理
師
と
い
う
大

き
な
国
家
資
格
で
す
。
皆
さ
ん
は
専
門
調
理
師
試

験
を
受
け
る
時
、
本
当
に
頑
張
つ
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
努
力

・
挑
戦

。
そ
の
気
持
ち
を
今

一
度
子
ど

も
達
の
為
に
傾
け
て
頂
き
、
も
っ
と
私
達
調
理
員

と
し
て
、
調
理
師
・
専
門
調
理
師
と
し
て
資
質
も

上
が
つ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
給
食
週
間
が
始
ま
り
ま
す
が
、
各
校

で
色
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
現
場
で
調
理
師
と
し
て
何
か
子
ど
も

１

達
の
為
に
出
来
る
事
は
な
い
か
考
え
て
下
さ
い
。

子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
の
為
に
こ
れ
か
ら
も

皆
で
頑
張

つ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
長
選
出

資
格
審
査

会
員
者
数
　
１
０
８
名

出
席
者
　
　
　
２
１
名

委
任
状
　
　
　
６
２
枚
　
計
８
３
名
で
総
会

を
成
立
し
ま
す
。



議
事（

Ａ
）
経
過
報
告

，

平
成
１
９
年
４
月
に
関
西
支
部
と
し
て
総
会
を
行
い
、

そ
の
場
で
新
し
い
組
織
に
移

っ
て
行
き
た
い
と
承
認
し

て
頂
き
ま
し
た
が
、
昨
年
８
月
二
重
の
大
会
に
ご
出
席
の

方
々
に
は
規
約
を
お
渡
し
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
総
会
と
い

う
形
を
取

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
役
員
、
並
び
に
規

約
等
も
皆
さ
ん
の
承
認
を
得
た
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
今
回
臨
時
総
会
と
い
う
形
を
と
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
達
の
組
織
を
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
と
い
う

形
で
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｂ
）
規
約
改
定
案

。
会
計
年
度
の
変
更

・
，
４
月
１
日
～
３
月
３
１
日

・

役
員
に
つ
い
て
の
変
更

・
・
技
術
の
研
修
を
会
の
中

心
と
し
、
企
画

・
立
案

。
実
行
す
る
為
、
研
究
部
を

手
厚
く
す
る
。

（
Ｃ
）
質
疑

。
応
答

（Ｄ
）
規
約
改
定
案
採
決

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

（Ｅ
）
役
員
承
認

〈
ム
　
長

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

会
計

山
中
　
弓
子

高
橋
　
幸
子

中
森
　
み
ゆ
き

堀

　

政

一

北
野
　
口日
男

米
岡
　
り

つ

（大
阪
）

（岐
阜
）

（二
重
）

（兵
庫
）

（兵
庫
）

（二
重
）

会
計
監
査

幹
事
長

幹
事

顧
問

【広
報
部
】

部
長

部
員

【
研
究
部
】

部
長

副
部
長

〃

部
員

〈
本
ユ耐

石
割
　
幸
代

波
部
　
照
枝

北
野
　
昌
男

別
途
記
載

松
田
　
迪
子

（滋
賀
）

（京
都
）

（兵
庫
）

（京
都
）

谷
本
　
厚
美

　

（大
阪
）

花
田
　
幸
子

　

（大
阪
）

藤
井
　
慶
子

　

（大
阪
）

【幹
事
】
〈プ

ロ
ツ
ク
長
〉

大
阪
　
　
　
士
口
木
　
桂
子

兵
庫
　
　
　
北
野
　
口日
男

京
都
　
　
　
木
村
　
富
美
恵

滋
賀
　
　
　
津
田
　
幸
子

二
重
　
　
　
稲
地
　
多
佳
子

岐
阜
　
　
　
長
屋
　
恵
利
子

愛
知
　
　
　
安
藤
　
二貝
代

奈
良
　
　
　
楳
田
　
美
代
子

和
歌
山
　
　
松
尾
　
進

広
島
　
　
　
岡
　
　
千
代
子

長
崎
　
　
　
堀
池
　
敏
子

浜
岡
　
明
美

′
（大
阪
）

香
川
　
美
智
子

（兵
庫
）

立
花
　
か
ほ
子

（岐
阜
）

吉
本
　
桂
子

　

（大
阪
）

岡
　
　
千
代
子

（広
島
）

稲
地
　
多
佳
子

（二
重
）

波
部
　
照
枝

　

（京
都
）

長
屋
　
恵
利
子

（岐
阜
）

津
田
　
幸
子

　

（滋
賀
）

楳
田
　
美
代
子

（奈
良
）

安
藤
　
二貝
代

　

（愛
知
）

浦
崎
　
純
子

　

（大
阪
）

花
田
　
幸
子

　

（大
阪
）



議
長
解
任

新
役
員
紹
介

役
員
の
交
代

現
情
勢
の
解
説
と
分
析

ォ
ブ
ザ
ー
バ
ー
　
田
井
　
扶
裟
夫
　
様

（食
品
研
究
所
　
所
長
）

田
井
さ
ん
は
食
品
研
究
所
の
所
長
を
し
て
お
ら
れ
、

５
０
年
間
学
校
給
食
の
物
品
流
通
に
関
係
し
、
関
西
支
部

設
立
の
時
か
ら
ご
協
力
頂
い
て
い
る
方
で
す
。

現
在
の
学
校
給
食
法
は
戦
後
の
食
事
を
普
及
さ
せ
る

の
が
目
的
で
し
た
。
し
か
し
食
育
基
本
法
設
立
に
よ
り
食

育

へ
の
関
心
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
栄
養
士

を
栄
養
教
論
と
さ
せ
る
な
ど
栄
養
士
の
み
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
さ
せ
、
常
に

一
番
大
切
な
調
理
現
場
は
昭
和
６
０
年

（当
時
）
文
部
省
の
民
間
委
託
の
通
達
に
よ
り
調
理
の
民

間
委
託
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
的
に
調

理
は
作
業
と
し
て
し
か
思
わ
れ
て
な
い
為
委
託
化
が
進

み
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
為
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
調
理
師
は
命
を
与
え
る
仕
事
で
す
。
食
の
部
分
の

聖
域
は
学
校
給
食
し
か
な
く
、
地
域
と
密
着
し
て
行
動
出

来
る
の
は
調
理
員
し
か
い
ま
せ
ん
。
せ
つ
か
く
持

っ
て
い

る
能
力
を
出
さ
な
い
の
は
出
す
場
が
な
か

つ
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
分
達
の
行

つ
て
い
る
大
切
さ

を
社
会
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
い
と
大
切
さ

が
浸
透
し
ま
せ
ん
。
知
育

，
体
育

・
食
育
の
食
育
を
担
う

の
が
調
理
員
で
す
。
学
校
給
食
を
向
上
さ
せ
る
為
に
も
調

理
員
は
様
々
な
情
報
交
換
を
行
い
、
自
分
達
の
知
識

・
技

術
を
高
め
人
に
伝
え
て
い
く
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

又
自
分
達
の
理
解
者
を
増
や
す
事
が
必
要
で
、
そ
の
方
法

と
し
田
井
さ
ん
よ
リ
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
一
度

に
大
勢
の
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
、
１
年
を
か

け
て

一
人
が
五
人
の
保
護
者
と
日
々
の
本
音
を
会
話
し
、

給
食
に
対
す
る
希
望
や
要
望
を
聞
き
自
分
が
知

っ
た
良

い
情
報
を
人
に
広
げ
、
自
分
達
の
理
解
者
を
作
る
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
を
必
ず
実
行
し
て
下
さ
い
。
う
ま
く
話
そ

う
と
す
る
の
で
な
く
、
自
分
達
の
思
い
を
伝
え
れ
ば
必
ず

味
方
に
な

っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
１
年
後
に
お

お
き
な
力
を
話
し
合
い
ま
し
よ
う
。
と
学
校
給
食
調
理
員

の
現
状
と
想
い
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｚ
俊
の
予
定

☆

調
理
師
熟
練
者
講
習

【
対
象
者
】

受
講
の
対
象
者
は
、
３
０
才
以
上
の
調
理
師
で
あ

つ
て

調
理
業
務
従
事
年
数
が
１
０
年
以
上
の
者
と
す
る
。

【主
催
】

（社
）
奈
良
県
調
理
師
連
合
会

【講
習
】

平
成
２
０
年
３
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間
で
す
。

調
理
業
務
従
事
年
数
に
よ
り
講
習
の
免
除
が
あ
り
日

程
が
変
わ
り
ま
す
。

【講
習
会
場
】

な
ら
土
連
会
館
　
４
Ｆ

（大
会
議
室
に
於
い
て
）

奈
良
市
高
畑
町
１
１
１
６
番
６

（猿
沢
池
畔
徒
歩
３
分
）

電
話
　
０
７
４
２
　
２
６
　
２
０
１
２

【受
講
料
】

２

０

，

０

０

０

円

（社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
規
定
）

【申
し
込
み
期
間
】

平
成
２
０
年
１
月
１
５
日
～
平
成
２
０
年
２
月



２
２
日
迄
申
し
込
み
先
着
順
と
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ

・
申
込
先
】

会
長

・
山
中
　
弓
子

電
話
　
ｏ
７
２
　
４
４
６
　
１
６
６
７

☆

山
野
菫
冒
募
彗
冒
会

【
日
時
】

４
月
２
０
日

（日
）
午
前
１
１
時

【集
合
場
所
】

会
長

・
山
中
宅

※

参
加
者
は
４
月
１
０
日
ま
で
に
会
長

・
虔
中

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
ｃ

★

醸
距
覇
暑
墨
路
層
糖
璽
騰
験

【
受
験
申
請
期
間
】

平
成
２
０
年
４
月
初
旬
～
５
月
２
日
頃

Ｘ

受
講
さ

れ

る
方

は

３
月
末
ま

で
に

各
プ

ロ
ッ
ク
長

に
連
絡

し

て
下
さ

い
。

☆

全
雨
墨
島
強
壼
選
種
手
曾
会

館

一
量

甕

・
量

爽

会

【
口
時
】
　
平
成
２
０
年
８
月
２
４
日

（日
）

滋
賀

。
京
都
合
同
　
場
所
・未
定

※

詳
し
い
内
容
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

全
節
麗
麿
審
議
字
幽

年
に
１
度
、
昨
年
は
１
１
月
頃
栄
養
士
と
調
理
員
１

人
ず
ら
２
人
１
組
で
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
学
校

給
食
の
全
国
コ
ン
タ
ー
ル
第
２
回
目
が
行
わ
れ
、
１

時
間
の
制
限
時
間
で
衛
生
管
理
基
準
に
沿

っ
て
、
５

人
分
の
通
常
給
食
を
作
り
ま
す
。

今
年
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
　
家
庭
料
聾
棟
露
検
鷹
　
文
部
科
学
省
後
援

【
日
時
】
毎
年
　
９
月
下
旬
ヽ
ｌ
ｏ
月
初
旬
に
か
け
て

願
書
受
付
　
　
７
月
頃

１
・
２
，
３

，
４
級
に
分
か
れ
て
検
定

Ｘ

料
理
技
術
の
向
上
と
食
生
活
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
得
る
事
を
目
的
と
し
た
文
部
科
学
省
後

援
の
家
庭
料
理
技
能
検
定
で
す
、
履
歴
書
に
も
瞬

記
出
来
ま
す
。
今
年
は
あ
な
た
も
料
理
と
技
と
知

識
を
試
し
ず
、み
ま
せ
ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
４

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
　
は
ぐ
く
み

は
編
集
の
都
合
上

役
員
会
で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
´
」了
承
お
願

い
し
ま
す
。

全
国
学
校
甕
塁
製
葵
胃
会
が
発
足
し

会
員
の
皆
さ
ん
に



情
報
を
早
く

まヽ
た
楽
し
い
紙
面
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す

ｏ各
ブ
ロ
ツ
ク

・
職
場
で
行

つ
て
い
る
事

こヽ
ん
な
事

が
あ
っ
た
よ

等ヽ
あ
り
ま
し
た
ら
広
告
部
ま
で
原
稿
を
お
寄

せ
下
さ
い

ｏ私
達
広
告
部
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

【投
稿
先
】

パ
ソ
コ
ン
ア
ド
レ
ス

だ
け
”
】
”
鴨

‐
Ｆ
”
日
‘
一

―
∞
ｏ
の
臥
０
■
オ
あ
ｏ
”
ｏ
¨
景
）
」
も

ざ
∵

゛
ｘ
　

ｏ
『
Ю
・さ
い
卜
‥∞
∞
さ
∞
　

谷

本

ま

で
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